
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会全体練習  

1 水 卒業を祝う会（１～５年 14：10・6 年 16：00 下校） 

2 木 自転車教室（２年）5 時間授業 

3 金 おはなしクレヨン（低 5 組）保護者会（1～３年 5 時間授業） 

4 土  

5 日  

6 月 全校朝会 

7 火 ロング昼休み（136 年・5 組）情報モラル 

8 水 午前授業（校内研究のため） 

9 木  

10 金 安全指導 ロング昼休み（２４５年）おはなしクレヨン（高） 

11 土 土曜授業 補習教室 

12 日  

13 月 全校朝会 特別時程 

14 火 友だち広場 

15 水  

16 木  

17 
金 

卒業証書授与式予行（５・６年） 

おはなしクレヨン（低 5 組）4 時間授業（1～４年） 

18 土  

19 日  

20 
月 

全校朝会 特別時程 大掃除(５校時) 

４時間授業（12 年）５時間授業（3456年）  

21 火 春分の日 

22 水 給食終 午前授業 

23 木 卒業証書授与式（６年） 

24 金 修了式（12:00 頃下校）土曜時程 

25 土  

26 日 春季休業日始 

27 月  

28 火  

29 水  

30 木  

31 金  

      【池二ピース】誕生！ 
〜児童と共に楽しい学校の創生をめざして～ 

                

  校長 束田 都美 

ある日の下校時、高学年児童が校長室の扉をノックしました。 

「お願いがあるのですが聞いてもらえますか。スノーマンの動

脈ピースを流行らせたいのですが許可してもらえますか。」 

との依頼に、理由を尋ねると、 

「学校を楽しくしたいんです。最近きょうだいが学校に行くの

が嫌みたいで楽しくするために何かできないかなと思って。」 

とのこと。とても優しい理由で感激！！でも真似はしないで池

二オリジナルを考えてほしいことを伝えました。すると、その

日の放課後。その児童が友達２人を連れて再訪しました。 

「池二ピースを考えてきました。ポーズは、こうです！」 

と、両足を開き左手を腰に当て、右手でピースをつくって横向

きにして左目に当て、「おはようございます」の言葉とともに右

目に向かってスライドさせて見せてくれました。 

「とっても素晴らしい！全校朝会で紹介してもいいですか。」 

「はい！！」 

ということで、池二ピースが誕生しました。 

今では毎朝、ボランティアの児童が約 10名、正門前でポーズ

とともに声を合わせて挨拶しています。私は最初は気恥ずかし

かったのですが、子供たちの元気につられ今ではニコニコ笑顔

で楽しくポーズをしています。（ただし苦手な子には無理強いし

ないでやってもらっています。） 

児童発案というところが何より嬉しいです。今までも代表委

員会を始め児童から学校をよりよくするための様々な提案が出

され、実行してまいりました。児童の主体的・対話的で深い学

びの推進を、授業を超えた生活面でも感じることができ、とて

も嬉しく思います。来年度に向け御家庭や地域の皆様と連携し、

児童と共に楽しい学校を創っていきたいです。 

 

＜お知らせ＞ 

【東京都の教員の異動】 

例年４月１日発表だった異動者公表を、「子供たちとお別れ

の挨拶ができるように」との配慮で３月２２日に実施します。

当日に児童及び保護者の皆様にお知らせする予定です。 

【グループ用パーティションの寄贈】 

内科校医の荒井先生から、グループ用のパーティションを

10セットご寄贈いただきました。家庭科室に設置し、５・６

年生の「団らん」の授業等で使用を計画しています。 

【学校評価の結果】 

保護者の皆様に御回答いただいた学校評価の集計結果を本

日、文書配布及び「まなびポケット」保護者機能に配信いた

します。ご確認いただけますと幸いです。 

 

３月の生活目標 
    「学校をきれいにしよう」 

毎日行う掃除は、「自分たちが活動する場所をすす

んできれいにする。」ことを目標にしています。 

３月は特に、一年間使った教室を中心に、自分が

使った机や椅子もきれいにして、次の学年の人に気

持ち良く使ってもらうように丁寧に掃除することを

指導していきます。子供たちが新しい年度を迎え、

気持ちよくスタートできれば嬉しいです。ピカピカ

の教室や机などをこれからも大切に使おうと感じる

心を育てていきたいです。 

（生活指導部） 

 

                   

  （生活指導部 児島友彦） 

 

 

 令和５年２月２８日 

大田区立池上第二小学校 

校長  束田 都美  教  育  目  標 

よく考える子 思いやりのある子 元気な子 

３月の行事予定 

＊３月の避難訓練は予告なしで行います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「２年生より」 

２年生の３学期は、様々な課題にチャレンジして、

大忙しでした。 

１月は校内研究授業の「動く車づくり」と、初めて

のお店屋さん「池二フェスティバル」を中心に頑張り

ました。どちらも、自分たちで計画・設計・工作をし

て、粘り強く取り組む力が養われたように感じます。

上手くいかなかったことに対して、その理由を考え、

自分なりの結論を出して再チャレンジしていく姿は

とても頼もしく感じました。 

２月は国語「たのしかったよ、二年生」の学習と、

「大田区小学生漢字検定」、一校一取組の「短縄週間」

が主な取組でした。「たのしかったよ、二年生」では、

学校生活で初めてご家庭の方を前にして、発表するこ

とを経験しました。「ドキドキしたけれど、楽しく発

表できました。」と話す児童もいて、コロナ禍前の学

校の風景が戻ってきたなと感じました。「短縄週間」

は、日々努力した結果、多くの児童が成果を上げるこ

とができました。二重跳びに挑戦し、複数回跳ぶこと

ができるようになった児童もいました。 

３月は「音楽朝会での演奏」が控えています。しっ

かり練習を重ね、練習の成果を発揮したいと思いま

す。              （２年生担任） 

 

「６年生を送る会」 

２月２１日に６年生を送る会を実施し、各学年の子

供たちが６年生に向けて自分たちが出し物を発表し、

６年生はお礼に合奏を贈りました。 

１～５年生の子供たちが、自分たちで企画した歌や

ダンス、クイズや対決を披露し、体育館が楽しい雰囲

気に包まれていました。また、「委員会の仕事をしてく

れたので、安心して学校生活を送ることができまし

た。」「学校を支えてくれてありがとうございました。」

と下級生が６年生に言葉を贈る度、６年生は嬉しそう

でした。 

高学年の仕事は、常に誰かが見ているわけではない

ので、こうやって感謝の気持ちを表してくれるのはと

ても嬉しいことです。下級生に言われる感謝の言葉が、

きっと何よりも子供たちの達成感につながります。一

体何の役に立つのだろうと思いながら仕事をしている

子も多かったと思います。自分の仕事は誰かの役に立

っていること、誰かが見てくれていることに気が付く

ことができました。 

５年生との対決は、１対２で５年生が勝ちました。

６年生は５年生に安心して池上第二小学校を任せ、中

学校に向かって羽ばたく準備ができました。４月には

また１年生になる６年生を、卒業するその日まで応援

していただけると嬉しいです。 

（６年生担任） 

 

 

「４年生より」 

 

 

４年生は、総合の学習で「池上の町の歴史と良

さに触れ、郷土を大切に思う気持ちを育むこと」

を目標として学習に取り組んでいます。 

池上の町に古くからある、本門寺・太田神社・

池上梅園・和菓子屋さん・銭湯・池上駅・お会式・

七福神の８つのグループに分かれて発表に向けて

調べたり、インタビューをしたりしているところ

です。 

子供たちは、自分が選んだテーマについて疑問

を挙げ、インターネットや本などの資料を使って

情報を集めています。これまでに、グループで調

べる中で、疑問に思ったことを相談し、インタビ

ュー用紙にまとめました。今後は、各グループ発

表に向けてプレゼンテーションの準備を進めてい

く予定です。 

これを機に、今まで以上に池上の町の良さに気

付き、郷土愛を深めるきっかけとなることを願っ

ています。        

 
 

（４年生担任） 

 

 

「５年生より」 

５年生は理科で「人のたんじょう」（受精卵から生ま

れるまで）について疑問に思ったことを調べ、分かった

ことをまとめる学習をしています。 

１学期の「植物の発芽」「メダカのたんじょう」２学

期の「植物の実や種子のでき方」に次いで、「生命のつ

ながり（４）」としての学習です。 

メダカの生命の始まりは受精卵でしたが、人の命の始

まりも受精卵だということ、しかもメダカよりも小さい

0.1ｍｍだと知って驚いた表情の子供たち。 

 子宮の中で胎児はどのように過ごしているのかを想

像して図に描いてみました。頭が下の図、頭が上の図、

へその緒が母親のへそとつながっている図、丸まってい

る図、真っすぐな図などなど見聞きしたことや想像した

ことをフル稼働して描いていました。描いているうち

に、疑問が次々と浮かんできたようでした。 

 ・栄養のとり方 ・排泄の仕方 ・へその緒はへそに

つながっているのか ・羊水の中で呼吸はどうしている

のか ・胎児が成長する過程 など。 

図書で調べたり、母親に聞いたりして分かったことを

グループでまとめ、最後には発表する予定です。 

この一連の学習を通して、知識を得るだけでなく、生

命を尊重する気持ちの成長へとつなげていきたいと思

います。 

（５年生担任） 


